
 

 

平成 2５年度 

麗 澤 大 学 

国際理解特別講座 
 

（高等学校と麗澤大学との連携教育に関する協定に基づく特別講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開講期間：平成 2５年 5 月１１日（土）～平成 2５年 8 月９日（金） 

 

 

 

 

国際理解特別講座について 
この講座は、麗澤大学が高大連携教育の一環として開設した高校生のための専門的な授業とキャ

リア形成を目的とした講座です。 

今年度の国際理解特別講座は、5 月から 8 月にかけて 19 の講座を開講します。 

麗澤大学の教員 19 名が「21 世紀の国際理解」という総合テーマのもと国際理解に役立つさま

ざまな講義を展開します。 

高校生諸君には、この講座を通じて国際化の時代の中で真の国際理解に役立つ知識を吸収し、将

来の勉学の糧にしていただければ幸いです。 
 

 



 

平成 2５年度 国際理解特別講座（高大連携講座） 日程 

  

＜通常講義時間帯＞ Ⅰ時限目：9：20～10：35、Ⅱ時限目：10：45～12：00 

＜特別講義時間帯＞ 9：20～10：50 

    

★ 5 月１１日（土）は、9：00 より開講式、8 月９日（金）は、講義終了後 11：00 より閉講式を行います。 

回 月 日 
曜 

日 

コマ

数 

講座 

回数 

時間 

分/ｺﾏ 
講義区分 

担当者 

（敬称略） 
テーマ 

1 5 月 1１日 土 1 ① 90 特別講義１ 佐藤 政則〔経〕 IBM を国際企業にした三人のワトソン 

2 5 月 1８日 土 2 

② 75 

A. 欧米の社会と文化 

清水 千弘〔経〕 
日本経済は再生するのか? 

－減少する人口と高齢化する社会，そして失われる日本－ 

③ 75 佐藤 繭香〔外〕 英語・文化・コミュニケーション 

3 ６月８日 土 2 

④ 75 竹内 拓史〔外〕 
ヨーロッパの言語と文化 

－英語圏以外の文化に触れるおもしろさを知ろう－ 

⑤ 75 Torikian M.K.〔外〕 An Introduction to British Culture 

4 6 月 1５日 土 2 

⑥ 75 

B. 国際関係と国際社会 

大場 裕之〔経〕 国際人って、どんな人間？ 

⑦ 75 堀内 一史〔経〕 国際社会とアメリカ 

5 6 月 2９日 土 2 

⑧ 75 阿久根 優子〔経〕 東アジアの日本食 

⑨ 75 成瀬 猛〔外〕 麗澤大学生 7 人が太平洋に浮かぶ島国で過ごした 2 週間 

6 ７月１３日 土 1 ⑩ 90 特別講義２ 三潴 正道〔外〕 
異文化コミュニケーション 

－ こんなに違う考え方 － 

7 7 月２０日 土 2 

⑪ 75 

C. いま、アジアを知る 

森 勇俊〔外〕 韓国の言語と文化 

⑫ 75 温 琳〔外〕 中国の言語と文化 

8 7 月 2７日 土 2 

⑬ 75 大関 浩美〔外〕 気づかない日本語 

⑭ 75 岩澤 知子〔外〕 
現代に息づく神話の心 

－日本人の心のルーツを探る－ 

9 8 月２日 金 2 

⑮ 75 

D. 世界の経済と 

  グローバルビジネス 

木谷 宏〔経〕 多様な人材のマネジメント 

⑯ 75 大野 正英〔経〕 何が経済を動かすのか 

10 8 月 6 日 火 2 

⑰ 75 花枝 美惠子〔経〕 グローバルビジネスと企業の行動 

⑱ 75 首藤 聡一朗〔経〕 日本企業の中国進出 

11 8 月９日 金 1 ⑲ 90 特別講義３ 下田 健人〔経〕 国際社会に生きる 



２．参加方法 

この講座に参加するためには、参加を希望する生徒が在籍する高等学校と本学との間で「連携教

育に関する協定書」により協定を締結する必要があります。 
 

参 加 資 格 高等学校第 1 学年～第 3 学年に在学する生徒 

募 集 人 数 １00 名（定員になり次第締め切ります。） 

申 込 期 間 平成 2５年 4 月８日（月）～2６日（金） 

申 込 方 法 各高等学校で参加者名簿を取りまとめて一括で出願 

費   用 受講料は無料、手続費用として登録料 2,000 円 

申込書類等 １．国際理解特別講座申込書 

２．参加者名簿 

３．参加者の写真 1 枚（ﾀﾃ 4cm×ﾖｺ 3cm）[裏面に学校名と氏名を記入] 
 

３．開講および受講方法 

開 講 日 時 
日程表に掲載の日時に開講 各開講日には 1 コマ 75 分の授業を 2 コマ実施 

（ただし、5/１１、７/１３、8/９は 90 分の授業を 1 コマ実施） 

開 講 回 数 年 11 回（平成 2５年 5 月１１日～平成 2５年 8 月９日） 

担  当  者 本学専任教員 

使 用 教 室 ２５０５教室（校舎あすなろ５階） 

出 欠 確 認 毎回の講座で受講者名簿に自筆で署名 

受 講 生 証 講座第 1 日目に発行。受講の際は必ず携行すること。 

受講生証の貸し借りや不正使用があった場合は、受講を取り消します。 

 

４．施設の利用等 
図書館利用 １．図書館は受講生証カードで入館できます。 

２．利用は、閲覧のみとし、図書の貸出はできません。 

３．パソコン教室の使用はできません。 

４．開館日等は直接図書館（04-7173-3683）へお問い合わせください。 

受講上の注意： １． 大学構内に入るときは必ず受講生証を携行してください。 

２． 自転車を利用して通学する場合は、自転車登録シールを発行しますので、必ず自

転車登録シールを貼り指定の駐輪場に駐輪してください。 

３． 学内の環状道路以外は自転車の通行を禁止しています。 

４． 講義開始５分前には教室に入室してください。 

５． 教室内での飲食はできません。飲食の場合は、校舎あすなろ２階 Café Lounge

か学生食堂２階等をご利用ください。 

６． 貴重品は必ず手元において、盗難・紛失等には十分気をつけてください。盗難、

その他の事故については、責任を負いかねます。 

７． 講座に支障をきたす行為等がある場合は受講をお断りする場合があります。 
 

５．個人情報の 

収集と利用 

「国際理解特別講座」参加の為に必要な提出書類の個人情報については、講座

以外の目的に利用することは一切ありません。 
 

６．問い合せ先 麗澤大学 学務部 教務グループ （ 鷲津・永田 ） 
 〒277-8686 
  千葉県柏市光ヶ丘二丁目１番 1 号 
 TEL：04-7173-3605 
 FAX：04-7173-3773  E-mail：kyoumu-ka＠reitaku-u.ac.jp 

 

以上 



国際理解特別講座参加申込書 

 

平成  年  月  日 

麗澤大学長 殿 

学 校 名  

住  所 
〒 

 

電話番号  

学校長名                    

 

        高等学校は、麗澤大学が開講する国際理解特別講座（以下、特

別講座という。）への本校に在学する生徒の参加を希望しますので、別紙の参加者

名簿を添えて申し込みます。 

なお、この特別講座に対する本校の連絡担当者は、以下のとおりとします。 

 

連絡担当者 職  名 

ふ り が な 

氏  名 

電話番号 

E-mail： 

 



国際理解特別講座参加者名簿 

平成  年  月  日 

                   高等学校名              

                   連絡担当者              

 

No. 学 科 学年 ｸﾗｽ 
ﾌ ﾘ ｶﾞﾅ 

氏  名 

性

別 

生年月日 

（西暦） 
備考 

1        

2        

3        

4        

5        

6        

7        

8        

9        

10        

11        

12        

13        

14        

15        

16        

17        

18        

19        

20        

※ 用紙が不足の場合は、コピーしてご使用ください。 

 



《参考》 

 

●●立●●高等学校と麗澤大学との連携教育に関する協定書 

 

●●立●●高等学校（以下「高校」という。）と麗澤大学（以下「大学」という。）は、高校と大

学における連携教育を実施することに合意し、協定を締結する。 

 

（趣旨） 

１．大学は、高校の生徒に対して、大学において特別講座を提供する。 

 

（内容の決定） 

２．高校と大学は、特別講座の形態と内容について、毎年度、所定の時期に協議し、決定する。 

 

（受講生の推薦） 

３．高校は、生徒の能力・適性・意欲・関心等を勘案のうえ、受講希望者を取りまとめ、所定の時

期までに大学に推薦する。 

 

（受講生の決定） 

４．大学は、高校から推薦された生徒について、選考のうえ受講生を決定し、所定の時期までに高

校に通知する。 

 

（受講費用） 

５．受講が決定した生徒は、大学の定める登録料を支払うものとする。 

 

（受講の取り消し） 

６．大学は、受講生が、その本分に著しく反する行為をしたとき、または大学の学則に違反したと

きは、高校と協議のうえ受講許可を取り消すことができるものとする。 

 

（大学の義務） 

７．大学は、受講した生徒について、出席管理を行い、成績評価は行わないものとする。 

 

（事故の免責） 

８．受講中の不慮の災害事故および受講のための通学途中における事故等については、大学の責任

は問われない。 

 

（施設の利用） 

９．受講生は、大学の学生に準じて図書館等の大学の施設を利用することができる。 

 

（有効期間） 

10．本協定は、双方の署名により発効し、平成 26 年 3 月 31 日まで有効とする。ただし、有効期

間の 6 か月前までに高校または大学の双方に異議のない場合は、さらに１年間延長するものと

し、以後についても同様とする。 

 

 本協定書は２通作成し、両者の署名捺印のうえ、各１通を保有する。 

 

平成 25年●月●日 

 

 ●●立●●高等学校   麗澤大学 

   校 長      学 長 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年３月６日(教務 G 作成) 


